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手続きの流れ１

妊娠中からの子育てサービス

妊娠中 出産・産後

【母子手帳アプリ「ハグくり ｂｙ母子モ」】

【広報くりやま】 【栗山町ホームページ】

毎月１日ごろに、みなさまのご自宅へお届け

しています。子育てに役立つ情報やイベントの

お知らせをしています。ぜひ読みましょう。

町の情報・お知らせはこちらから

〇栗山町子育て世代包括支援センター

〇スキップ相談日

〇妊婦のための支援給付金 〇妊婦のための支援給付金

〇妊婦健康診査

〇親子の安心出産支援事業（健診の交通費助成）

〇新生児聴覚検査

〇産婦健康診査

〇１ヶ月健康診査

〇産後ケア事業

〇妊婦歯科健康診査

〇パパ・ママクラス

〇赤ちゃん訪問

〇ベビーの日（助産師相談日）

〇伴走型相談支援事業 ○オンライン相談（小児科・産婦人科）

〇RSウイルスワクチン予防接種
（28週0日から36週6日まで）



手続きの流れ２

乳児期 幼児期・学童期

〇栗山町子育て世代包括支援センター

〇乳幼児健康診査

〇親子の安心出産支援事業

〇乳幼児歯科健康診査 ○４歳児健康相談 ○５歳児健診

〇乳幼児栄養相談（パクモグ相談）

〇もぐもぐ離乳食講座

〇予防接種

〇スキップ相談日

〇赤ちゃん訪問

〇産後ケア事業

• 子育て世代包括支援センター（スキップ内） ☎７２－１２８０

月～金曜日（祝日除く） ８：３０～１７：１５

【場所】子育て支援センター スキップ（朝日３丁目１１５番地１４）

• 住民保健課 健康推進グループ ☎７３－２２５６

月～金曜日（祝日除く） ８：３０～１７：１５

【場所】栗山町役場 １階③窓口（松風３丁目２５２番地）

妊娠・出産・子育てに関する相談

〇ベビーの日（助産師相談日）

〇相談支援・講座

〇費用助成・給付金

〇健康診査・予防接種

〇伴走型相談支援事業 ○オンライン相談（小児科・産婦人科）



妊娠届出から出産までの流れ
本日は妊娠届出を行い、母子健康手帳と妊婦健診受診票（１～７回分）が交付されま

した。出産までに利用できるサービスと、出産までの手続きの流れをご紹介します。

手続きの流れ

妊娠届出から出産

• 母子健康手帳の交付、妊婦のための支援給付金の申請

• 妊婦健診受診票（１～７回分）の交付

• 保健師、管理栄養士、保育士との面談

妊娠届出

• 妊婦健診受診票（８～１４回分）の交付

• 新生児聴覚検査受診票（初回検査）の交付

• 産婦健診受診票（２回分）の交付

• １か月児健診受診票の交付

• 保健師との面談（相談内容に合わせて管理栄養士、保育士が同席）

【場 所】子育て支援センター スキップ（朝日３丁目１１５番地１４）

【申 込】子育て世代包括支援センター（スキップ内）☎７２－１２８０

【持ち物】母子健康手帳、妊娠中からのくりやま子育てファイル

【お願い】

• 受診票を取りに来る際には、事前にアプリか電話でご連絡ください。

• 手続きと面談には３０分程度かかりますので、予定に余裕をもってお

越しください。

妊娠２８週前後（受診票が残り1～2枚になった頃）

• 出生届を出す（生後１４日以内）
• 子ども医療費受給者証の交付申請
• 児童手当の認定請求
• 親子の安心出産支援事業の申請
（健診の交通費、子どもの健診費用などの助成）

くわしくは「のびのび」をご覧ください。

出産後



一緒に読んでほしい本

• 「のびのび」は栗山町で子育てをする全ての人を応援する、子育てガイドブック
です。

• 子どもが生まれる前から生まれて小学生になってからも役立つ本です。

• 栗山町で行っている各種手続きや費用助成、保育所や子ども関係の施設、様々な
支援の紹介も行っています。

• 母子健康手帳交付時にお渡ししています。また、栗山町のホームページでも読む
ことができます。

「のびのび」ってこんな本

• 「母子健康手帳 副読本」は、知ってほしい妊娠期からのお母さんの体や心の変
化、生活で気をつけてほしいことがわかりやすくまとめられています。

• 出産後のお母さんの体のことや育っていく赤ちゃんのために必要な子育ての情報
もわかりやすくまとめられています。

• 母子健康手帳交付時にお渡ししています。

「母子健康手帳 副読本」ってこんな本



妊娠・出産・子育て の相談や手続きの窓口を開設しました。

みなさんの子育てを
応援します！



伴走型相談支援事業

助産師さんが妊娠・出産・育児の相談に対
応します
初めての妊娠・出産で何が分からないか分からない、赤ちゃんを迎えるためにどんな

準備が必要か、断乳の相談をしたいなど、妊娠週数やお子さんの年齢に合わせてご自宅
や、子育て支援センターでゆっくり保健師と助産師が相談に対応します。

【対象者】

町内在住の妊婦、子育て世帯

【相談内容】

・１回の訪問は約６０分で、上記の相談テーマを２つほど対応可能です。

・ご希望日の１週間前にお申し込みください。

・相談時間は原則９時～１９時（平日）になります。※応相談

事業内容

【申込先】
子育て世代包括支援センター（スキップ内） ☎７２－１２８０

申し込み

目安の時期 相談テーマ
パパママ
クラス

産後
ケア

妊娠初期
～１３週

妊娠中の過ごし方（運動など） ○

つわりと妊娠中の食事のとり方 ○

妊娠中の適正体重とBMI ○

上の子との関わり方（妊娠中・入院中・産後） ○ ○

妊娠中期
妊娠１４～２７週

産後のサポート ○ ○

おっぱいのお手入れと母乳のお話 ○ ○

安産のための身体と心の整え方 ○

何がいる？赤ちゃん用品の準備 ○

妊娠後期
妊娠２８週～

分娩経過と過ごし方 ○

新生児の１日とパパママの過ごし方 ○ ○

沐浴・シャワー浴指導 ○ ○

その他 ご希望に合わせた相談も可能です

パパママクラスや産後ケア事業でも同じ講話や相談を行っていま
す。ご自宅で詳しく話を聞きたい、パパママクラスに参加できな
かった、という方も、他の事業と併せてぜひご利用ください。







妊娠中に
知ってほしいこと



RSウイルスワクチン母子免疫
ワクチン定期予防接種について

RSウイルスワクチンの予防接種は令和８年４月１日より、予防接種法に基づく定期予

防接種となりました。

RSウイルス感染症は、RSウイルスの感染による急性の呼吸器感染症で、２歳までにほ

ぼ１００％の乳幼児が感染するとされています。生後6カ月未満で感染すると重症化し

やすく、予防接種により細気管支炎や肺炎など重症化のリスクを減らすことができます。

≪相談先≫

栗山町 住民保健課 健康推進グループ 役場１階③窓口 TEL：７３－２２５６

新生児の健康診査

対象者 接種日当日に栗山町に住所登録がある妊娠28週0日から36週6日までの妊婦の方

接種ワクチン 組換えRSウイルスワクチン「アブリスボ筋注用」

接種回数 妊娠ごとに1回

接種費用 無料（医療機関ごとに接種までの手続きが異なりますので、

前期妊婦面接の際に説明します）

接種方法 かかりつけの医療機関で個別に接種

留意事項 接種を検討中の方は、事前に予約が必要な場合がありますので、妊婦健康診査の

際などにかかりつけ医にご相談ください。また、接種後14日以内に出生した乳児

における有効性は確立していないことから、妊娠38週6日までに出産を予定してい

る場合もご相談ください。



妊娠中に
知ってほしいこと



妊娠中に
知ってほしいこと



妊婦歯科健診



妊婦・産婦健康診査の
費用を助成します

受診票を医療機関に提出して健診を受けた場合に、費用が助成されます。赤ちゃんと
お母さんの健康をチェックしてもらうとても大切な健診なので、忘れずに受けましょう。

• 受診票を提出して健診を受けた場合は下記の費用が助成されますが、健診の内容
によっては一部有料となる場合もありますので、医療機関にお尋ねください。

• 妊婦一般健康診査受診票、および超音波検査受診票は、栗山町から転出した場合
は使用できません。転出後は、転出先の市町村で助成が受けられます。

受診票使用時の注意点

助成金額

償還払いとなり、申請期限は最終受診日から６ヶ月以内です。

【申請に必要なもの】

妊婦一般健康診査費償還払い申請書（窓口でお渡しします）

母子健康手帳・印鑑・振込先口座がわかるもの

【申請・問合先】

住民保健課 健康推進グループ 役場１階③窓口 ☎７３－２２５６

北海道外の医療機関で受診する場合

妊娠一般健康診査 / 産婦健康診査 超音波検査 合計
（助成限度額）健診回数 目安の時期 助成額 助成額

１回目 妊娠 ８週前後 ２５，２４０円 ― ２５，２４０円

２回目 妊娠１２週前後 １，０２０円 ５,３００円 ６，３２０円

３回目 妊娠１６週前後 １，０２０円 ― １，０２０円

４回目 妊娠２０週前後 １，０２０円 ― １，０２０円

５回目 妊娠２４週前後 ４，６９０円 ― ４，６９０円

６回目 妊娠２６週前後 １，０２０円 ５,３００円 ６，３２０円

７回目 妊娠２８週前後 １，０２０円 ― １，０２０円

８回目 妊娠３０週前後 １，０２０円 ― １，０２０円

９回目 妊娠３２週前後 １，０２０円 ― １，０２０円

１０回目 妊娠３４週前後 ３，１２０円 ５,３００円 ８，４２０円

１１回目 妊娠３６週前後 ６，６８０円 ― ６，６８０円

１２回目 妊娠３７週前後 ３，１２０円 ５,３００円 ８，４２０円

１３回目 妊娠３８週前後 ３，１２０円 ５,３００円 ８，４２０円

１４回目 妊娠３９週前後 ３，１２０円 ５,３００円 ８，４２０円

１回目 産後 ２週前後 ５,０００円 ― ５,０００円

２回目 産後１ヶ月前後 ５,０００円 ― ５,０００円



妊婦健康診査で

精密検査が必要と言われた方へ
妊婦・産婦健康診査を受診時、精密検査または再検査が必要と言われた方は、一部検

査料金が助成されます。

下記相談窓口にご相談の上、申請時に必要な持ち物をご用意ください。

原則として、申請期限は検査日から６か月以内です。

【申請に必要なもの】

母子健康手帳・印鑑・振込先口座がわかるもの

検査受診時の診察明細書・領収書

【申請・問合先】

住民保健課 健康推進グループ 役場１階③窓口 ☎７３－２２５６

すでに検査を受けた方

妊娠届出時にお渡ししている、「妊婦精密検査受診券」を受診時にご利用ください。

再発行が必要な場合は下記までご相談ください。

また、精密検査受診後、別の精密検査を受診することになった場合、「妊婦精密検
査受診券」を再度発行することができますのでご相談ください。

【申請に必要なもの】

母子健康手帳

【申請・問合先】

住民保健課 健康推進グループ 役場１階③窓口 ☎７３－２２５６

これから検査を受ける方

①心電図検査 ②肝機能検査（ＧＰＴ検査、ＧＯＴ検査）

③腎機能検査 ④糖負荷検査

⑤血液理化学検査（貧血） ⑥血球検査

⑦尿化学検査 ⑧眼底検査 ⑨その他

対象となる検査





親子の安心出産支援事業

妊婦健診などの交通費を助成します
妊産婦さんの心身の負担や経済的な負担を軽減するために、妊婦健診時、出産時、産

婦健診時に病院受診する際の交通費を下記のとおりに助成します。

【対象者】

①本町に住所を有する妊産婦（健診受診日に住民登録があること）

②町税及び使用料等に滞納がないこと

【助成回数】

妊婦健診受診時・・・１４回以内

出産時の受診・・・・ １回

産婦健診受診時・・・ ２回以内

※健診以外で受診する場合の交通費は対象外となります。

【助成金額】

・交通機関または自家用車利用：１回（往復）１,８４０円

１回（片道） ９２０円

・タクシーまたはハイヤー利用：１回（片道）上限１万円、上限６回まで

※タクシーまたはハイヤー利用の場合は、申請時に領収書の写しが必要です。

【申請に必要なもの】

・親子の安心出産支援事業申請書（窓口でもお渡しできます）

・母子健康手帳

・タクシー（ハイヤー）の領収書の写し

【申請・問合先】

住民保健課 健康推進グループ 役場１階③窓口 ☎７３－２２５６

事業内容

• 申請は、交通費の助成、新生児聴覚検査（確認検査）、新生児の2週間健康診査
のすべてを同じ申請書（親子の安心出産支援事業申請書）で行います。

• 申請は、産後１ヶ月以降（新生児聴覚検査及び１ヶ月健康診査終了後）に行って
ください。

※申請期限は、子どもが出生してから２年間です

申請時の注意点



交通費支援の例

自家用車の受診回数（往復）
合計 １７回 × １回 １,８４０円 ＝ ３１,２８０円の助成

その１～すべて自家用車（全１７回）を利用

自家用車の受診回数（往復）
合計 １５回 × １回 １,８４０円 ＝ ２７,６００円

ハイヤーの利用回数（片道）
合計 ４回 × １回 ８,０００円 ＝ ３２,０００円

合計 ５９,６００円の助成

その２～自家用車１５回＋ハイヤー４回（２往復）利用

妊婦健診１４回 出産時１回 産婦健診２回

妊婦健診１４回

出産時１回

産婦健診２回
＜内訳＞
ハイヤーを往復利用で２回受診（片道１回：８,０００円）

自家用車の受診回数（往復）
合計 １１回 × １回 １,８４０円 ＝ ２０,２４０円

ハイヤーの利用回数（片道）
合計 ６回 × １回１０,０００円 ＝ ６０,０００円

自家用車の利用回数（片道）
合計 ６回 × １回 ９２０円 ＝ ５,５２０円

合計 ８５,７６０円の助成

その２～自家用車１１回＋ハイヤー６回（片道のみ）利用

妊婦健診１４回
＜内訳＞
・自家用車で８回受診（往復）
・行きはハイヤーを利用（片道１回：１０,０００円）、
帰りは自家用車を利用で６回受診

出産時１回

産婦健診２回



妊娠中のからだの緊急時には、

救急車を呼びましょう
受診した方がよいか迷うときには、通院している産科医師・助産師に相談しましょう。
救急通報時には住所、氏名、電話番号、掛かりつけ病院など通信員が聞いたことに答

えてください。妊娠中であること、ご自身の健康情報等を事前に登録しておくと、救急
通報時の対応がスムーズになります。

• 動けなくなるような腹痛が発生した場合

• 陣痛間隔が短くなり出産しそうな場合

• 不正出血及び破水した場合

• 突然呼吸が苦しくなった場合

• 突然胸が苦しくなった場合

• 突然強い頭痛が起きた場合

• かかりつけ病院の医師等から救急車の要請をアドバイスされた時

こんな時は迷わずに１１９番へ連絡を！

南空知消防組合消防署に「妊婦登録申請書」を提出しておくと、救急車を呼んだ
時に、通院している産科医療機関の情報を活用してくれます。

ご希望の方は、下記まで「妊婦登録申請書」（本書在中）を提出してください。

登録情報は出産予定日を経過した後に、適切に破棄させていただきます。

【問合・申請先】 住民保健課 健康推進グループ ☎７３－２２５６

役場１階③窓口

事前に消防署へ健康情報を登録できます

消防登録

妊娠中の急な病気やけがの相談先

相談先 スタッフ 時間 電話番号

北海道産婦人科
救急電話相談

看護師
または助産師

毎日
１９時～翌朝９時

０１１－２９０－
３２９９

救急安心センター
さっぽろ

看護師
※各種外国語
でも相談可

毎日
２４時間

#７１１９



妊婦歯科健診

歯科健診を受けましょう
妊娠中は体調の変化で丁寧な歯磨きが難しく、ホルモンバランスや食生活の変化で、

歯周病や虫歯が進行しやすい時期です。妊娠安定期（概ね４～８ヶ月）は体調も安定し
治療もしやすい時期なので、歯科健診を受けましょう。

【日 程】毎月第２木曜日 ９：００～１４：００

※１５分程度 １１：３０～１３：００の間は除く

【場 所】総合福祉センター しゃるる（朝日４丁目９番地３６）

【持ち物】母子健康手帳、普段お使いの歯ブラシ

【申 込】母子手帳アプリ「ハグくり」

子育て世代包括支援センター（スキップ内） ☎７２－１２８０

事業内容

妊婦歯科健診



妊娠したらタバコをやめましょう

妊娠中にママや家族がタバコを吸うと･･･

タバコの中のニコチンは、子宮の血管を縮めるので、流れる血液の量が減ります。
体の中に一酸化炭素が増えて、お腹の中の赤ちゃんも酸欠状態になります。

妊娠中にタバコを吸うと、吸わないママよりも以下の危険が高くなります。

流産・早産 前置胎盤 低出生体重児 胎児奇形

胎児死亡 新生児死亡 子どもの肥満や糖尿病などの生活習慣病

妊娠中の喫煙

どうして禁煙できないの？

ニコチンには、アルコールやシンナーのような依存性があります。禁煙を始めた
一週間くらいは「落ち着かない」「イライラする」などの禁断症状がでますが、そ
の後はとても呼吸が楽になります。

妊婦さんの禁煙

お腹の赤ちゃんが苦しくなることを思い浮かべて「必ず禁煙できる！」と固い意
志をもちましょう。周囲の人に宣言すると効果的です。

家族の禁煙

家族のたばこの煙は、赤ちゃんにもお母さんにも影響します。新しい家族のため
にこの機会に禁煙にトライしましょう。

★岩見沢保健所ではタバコをやめたい人を対象に『個別禁煙支援』を行なっています。

岩見沢保健所 健康推進課健康増進係 ☎０１２６－２０－０１１６（直通）

禁煙するにはどうしたらいいの？

母乳に影響があります

タバコを吸うと、ニコチンは母乳を通して赤ちゃんの体に入ります。ママの母乳
を飲んだ赤ちゃんは、不機嫌・嘔吐・下痢など起こることがあります。

赤ちゃんや子どもがタバコの煙を吸うと、以下の病気の危険が高くなります

ぜんそくや呼吸器の病気 中耳炎 乳児突然死症候群

タバコでこんな事故が起きます

誤 飲⇒タバコは赤ちゃんの誤飲の第１位です。１本でも命の危険があります。

やけど⇒大人のまねをしたい子どもが、タバコに火をつけたり、口にくわえて

しまいます。タバコの火の温度は８００度あり、とても危険です。

喫煙による赤ちゃんへの影響



授乳シートについて
母子健康手帳の１５ページに貼ってある授乳シート（おっぱいシート）は、「お母さ

んが希望する授乳方法を応援する」ため、お母さんのお気持ちや、ご家族の願いを大切
にしながら、子育てをお手伝いさせていただくためのものです。

授乳について現在の気持ちを、妊娠２４週頃までに記載してください。妊婦健康
診査時や出産時、助産師さんが見てくれます。３５週前後には、具体的な乳房の手
当について相談しましょう。また、妊娠中、乳房のことで心配なことがあれば、い
つでも相談しましょう。

出産病院では、入院中に授乳指導があります。手当てが必要な事柄はシートの裏
面に記載してもらいましょう。退院後１か月くらいに保健師が訪問したとき、病院
から継続した授乳方法のお手伝いをします。

シートの記載について

• 岩見沢市立総合病院 助産師（４階西病棟） ☎０１２６－２２－１６５０

• 岩見沢レディースクリニック 助産師 ☎０１２６－２３－２２２２

• 栗山町子育て世代包括支援センター 保健師 ☎７２－１２８０

• 住民保健課 健康推進グループ 保健師 ☎７３－２２５６

出産病院以外でおっぱいの相談ができる機関（岩見沢保健所管内）



妊娠中の栄養の話
妊娠中は、おなかの赤ちゃんも一緒に食事を食べていることを意識して、今までの食

生活を見直してみましょう。

やせすぎのリスク 太りすぎのリスク

主食（白飯などの炭水化物）を中心に、バランスよく食べて、望ましい体重増加
をコントロールしましょう。

やせすぎ＆太りすぎに注意

・貧血
・早産
・低出生体重児
・子どもの将来の生活習慣病発症

など

・妊娠高血圧症候群
・妊娠糖尿病
・分娩時の出血過多
・巨大児分娩
・帝王切開分娩 など

尿糖や尿たんぱくはどうして調べるの？

尿糖や尿たんぱくを妊婦健診で必ず調べるのは、妊娠高血圧症候群や、妊娠糖尿
病などの早期発見のために調べています。

妊娠中は腎臓に負担がかかりやすく、尿糖や尿蛋白が出やすくなることがありま
すが、病気の予防のためにも、塩分や糖分のとりすぎにならないように気をつけま
しょう。

妊娠中、非妊娠時とおして１日に砂糖は２０ｇ、塩分は６.５ｇ以内が目安です。

砂糖大さじ２杯・・・・・・・１８ｇ

塩小さじ１杯・・・・・・・・・６ｇ

しょうゆ小さじ１杯・・・塩分０.９ｇ

味噌大さじ１杯・・・・・塩分１.１ｇ

この機会に食生活を見直してみましょう！

妊娠期に摂りたい栄養素

葉酸 鉄 カルシウム

妊娠前や妊娠初期に葉酸
不足になると赤ちゃんの
神経管閉鎖障害の発症の
リスクが高まります。以
下の食材を積極的に摂取
しましょう！
多く含まれる食品
緑黄色野菜、果物、枝豆、
納豆など

妊娠中は赤ちゃんにも鉄
分が送られるために貧血
になりやすくなります。
特に中期以降は血流量が
増えるためさらに鉄分が
必要になります。
多く含まれる食品
あさりの水煮缶、赤魚、
豆乳、小松菜、牛肉など

カルシウムは骨や歯を作
る栄養素で女性にとって
は骨粗鬆症予防にも必要
な栄養素です。毎日習慣
的に摂取するように意識
づけしましょう。
多く含まれる食品
牛乳、ヨーグルト、小魚、
水菜、大豆製品



妊娠中の食事基準

✿妊婦健診後に検査結果から、
今の体に合わせた食べ方を選びましょう。✿

お腹の中の赤ちゃんも一緒に食事をしていると考えて

おいしく楽しくバランス良く食べましょう✿

食物アレルギーの発症を防ぐために妊娠中に食事制限は必要なの？

妊娠中のお母さんが特定の食べ物を除去することで、生まれてくる
赤ちゃんの食物アレルギーやアトピー性皮膚炎の発症を防ぐことが
できるという科学的根拠はありません。



出産してから
知ってほしいこと



出産後の手続き

「出生届」を提出してください

赤ちゃんが生まれて１４日以内（生まれた日を含む）に提出しましょう。

【持ち物】出生証明書（医療機関から発行されたもの）

母子健康手帳、印鑑、その他（下記のお知らせ参照）

【届出先】父母の本籍地、住所地、子どもの出生地の市町村窓口

【問合先】住民保健課 住民グループ ☎７３－７５０９

役場１階①窓口

出生届を出しましょう

出生届を提出の際、必要とされる次の手続きをお済ませください。
①「子ども医療費受給者証」の交付申請
②「出産育児一時金」の申請（国民健康保険に加入している方）
③「児童手当」の認定請求
※詳しくはのびのびをご覧ください

お知らせ



新生児聴覚検査を受けましょう
出生後にお子さんが受ける聴覚検査（初回検査・確認検査）の費用を全額助成します。

新生児の１ヶ月健康診査
の費用助成

生まれたお子さんの、おおむね生後１ヶ月以内に受けた健康診査の費用を全額助成し
ます。（一般的には、２週間後健診、１ヶ月健診です）

• 検査費用が助成される受診票は、妊婦健診の受診票（８～１４回目）と一緒にお
渡ししています。

• 初回検査はほとんどの医療機関で、出産後の親子で入院している間に行われます。

• 陣痛がきて入院する日や切迫早産で入院する日に受診票を持って行きましょう。

• 初回検査の結果、再検査が必要になった場合は、「確認検査」を受けるよう勧め
られます。

初回検査の受け方

新生児の健康診査

• 確認検査の費用は、医療機関に支払った領収書と診察明細書をもって、町に申請
してください。

• 確認検査の費用を助成する受診票は、事前にお渡ししておりません。

• 確認検査の費用助成は、親子の安心出産支援事業（健診の交通費助成）で行いま
す。

確認検査の受け方

• 健診費用が助成される１ヶ月健康診査受診票は、妊婦健診（８～１４回）や産婦
健診の受診票と一緒にお渡ししています。

• ２週間後健診の費用は、医療機関に支払った領収書と診察明細書をもって、町に
申請してください。

• ２週間後健診の費用助成は、親子の安心出産支援事業（健診の交通費助成）で行
います。

申請方法



赤ちゃん訪問のご案内
赤ちゃんが生まれたら、生後０～２ヶ月頃に町の保健師と保育士がご自宅を訪問して

います。赤ちゃんの体重測定や育児相談、生後２ヶ月頃から始まる予防接種、乳幼児健

診等の説明や、町の各種事業の案内をします。

心配なことや不安に思っていることがあれば、ぜひご相談ください。

• 赤ちゃんの体重測定

• 発育や発達に応じた育児のアドバイスや産後のお母さんの健康相談

• 赤ちゃんの健診や予防接種、子育て支援情報のご案内

• 親子の安心出産支援事業や産後ケア事業、ベビーの日（助産師相談日）のご案内

• ファミリーサポートセンターなど子どもの一時預かりのご案内

• 妊婦のための支援給付金の申請（訪問時に申請書類をお受け取りします） など

内容

出生届を確認後、妊娠届出書やこれまでの面接で頂いた情報を基に担当の保健師
から電話で連絡します。その際に、赤ちゃんの発育・発達状態や保護者の健康状態
を伺い、訪問の日時を調整します。

連絡がつかない場合は、直接訪問することがありますのでご了承ください。

訪問までの流れ

• 母子健康手帳

• 子どもノート

• バスタオル

• 胎児の数の届出書（妊婦のための支援給付金）（当日までに記入してください）

• 出産後の方へのアンケート（当日までに記入してください）

• 定期予防接種予診票（出生届時にお渡ししているもの）

当日用意してほしいもの

産後ケア事業・親子の安心出産支援事業・妊婦のための支援給付金の申請 など

当日保育士より、一時預かりや保育園などのご相談もお受けします

当日保健師が手続きのお手伝いをします！



産後ケア事業（個別型）のご案内
産後ケア事業とは、助産院やご自宅で助産師のケアや授乳のアドバイスを受けられ、

休息をとることができる事業です。お母さんが安心して子育てできるように、心身のケア
と育児支援を目的に、助産師がサポートします。

産後ケア事業を利用した方からはこんな感想が聞かれました！

栗山町に住民票がある産後１年未満のお母さんと赤ちゃん

ご利用できる方

産後ケアの内容

利用方法 利用時間 利用料金

訪問型
助産師がご自宅に

訪問します
9時～17時内の3時間
※双子の場合4時間

無料

通所型
ご自分で助産院に
行きます。※昼食付

10時～16時（6時間） 無料

宿泊型
ご自分で助産院に
行きます。※３食付

1時～翌１０時（２４時間） 無料

※利用者の都合により、日程を変更・中止する場合は、
利用日の２日前の１７時までに実施機関へ連絡してください。

10時～翌10時（24時間）

からだのケア
お母さんと赤ちゃんの健康チェック

乳房マッサージ・骨盤ケア

育児サポート
授乳方法や乳房ケアについての相談
赤ちゃんの体重増加や栄養の確認

こころのケア
お母さんが困っていることへのアドバイス

（赤ちゃんのあやし方、抱っこ、沐浴、夜泣きなど）

ゆっくり休めて、
美味しいごはんも
食べることができて
最高でした。

抱っこの仕方やお雛巻き
など、家でさっそく
実践しました。

骨盤ケアやマッサージが
とても気持ちよかった。
またすぐ利用したくなり
ました。



ご利用までの流れ

訪問型・通所型・宿泊型合わせて５回が利用上限です。

※上限を超える利用希望の方は下記の問合せ先までご相談ください。

ご利用にあたっての注意事項

利用回数

①利用申請
申請書を下記へ提出します。

⇒保健師が訪問や電話、窓口でお母さんとお子さんの様子を伺います。

【提出先】住民保健課 健康推進グループ 役場１階③窓口 ☎７３－２２５６

②利用決定
利用決定後、町から「利用承認通知書」を郵送します。

③ご予約

助産院へ電話かホームページで予約をします。

【助産院】一般社団法人 北海道マザーリングサポート協会
住所：江別市文京台１４番地３４
電話：０８０－６０８２－４１３５
時間：９時～１７時

④ご利用当日

【持ち物】母子健康手帳、利用承認通知書、助産院から提示されたもの

【日程の変更やキャンセルする場合】
利用予定日の２日前の１７時までに、助産院に連絡してください。

【問合せ】 栗山町 住民保健課 健康推進グループ ☎73-2256



町内通所型産後ケア事業（集団型）

あつまろん
あつまろん（町内通所型産後ケア事業）とは、「産後ケアは使ってみたいけど助産院

まで行くのが大変だな。」「家に来てくれるのは助かるけど部屋を片付けなきゃ。」と
いった方へ、栗山町に助産師がやって来て気軽に相談できる新しい形の産後ケアです。
みんなで「あつまる」＋栗山町の栗「マロン」から「あつまろん」と名付けられました。
美味しいランチをゆっくり食べ、ママ同士のおしゃべりの時間もあるのでこの機会にリフ
レッシュしませんか？
※こちらの参加は産後ケア利用５回分には含まれません。

のご案内





予防接種について

赤ちゃんの病気（感染症など）への抵抗力がもっとも弱い時期は、生まれてすぐ
です。１歳頃までは、抵抗力が弱いので、重症化して後遺症が残ったり、ときには
死亡するような病気もあります。

生後６か月頃までは、お母さんのおなかの中で抗体をもらっていることと、生ま
れてすぐに飲む初乳には、お母さんの抗体がたっぷりふくまれていることから、病
気にかかりにくくなります。

なぜ子どもは多くの予防接種を接種するの？

子どもの予防接種は生後２ヶ月頃から始まります。

生後２か月から接種できるワクチンは、以下の４種類です。

予防接種はいつから接種が始まるの？

Ｂ型肝炎

５種混合

小児肺炎球菌 ロタウイルス

• 予防接種の接種間隔は、ワクチンごとに決められています。

「子どもノート」の予防接種のページを見て確認しましょう。

• 生まれたばかりのお子さまの方予防接種の接種間隔について、赤ちゃん訪問の日
に保健師から説明します。分からないことなどあれば、ぜひご相談ください。

予防接種の接種間隔や接種期間

• 接種するワクチンによって接種間隔が異なります。母子手帳アプリ「ハ
グくり」では接種したワクチンを登録することで、接種にお勧めな時期
になると通知があります。ぜひご活用ください。

• その他、詳しい接種間隔や接種期間などのワクチンの情報は下記のサイ
トをご活用ください。

https://www.know-vpd.jp/

おすすめ

VPD 検索

https://www.know-vpd.jp/


• 定期予防接種が可能な医療機関は「にしみこどもクリニック」「長岡医院」「板
垣医院」になります。

• 医療機関によって、同時に複数の種類のワクチンを接種することが可能です。

※生後５ヶ月から接種可能な ワクチンのみ、同時に複数のワクチンを接
種することができません。

ご予約時の注意点

【お申し込み・問合せ先】

住民保健課健康推進グループ ☎７３－２２５６
※接種希望日前日の１３時までにご連絡ください

※土日祝日は除きます。月曜日に接種する場合は、金曜日の１３時まで

※予約をキャンセルする場合は、上記の問合せ先までご連絡ください

【持ち物】

母子健康手帳、予診票（出生届出時にお渡しします）、子ども医療費受給者証

ご予約方法

B C G

保護者の方が、休日・夜間の子どもの症状にどのように対処したらよいのか、
病院を受診した方がよいのかなど判断に迷ったときに、小児科医師・看護師
に電話で相談できるものです。

「熱があってぐったりしている」「何となく元気がない」「様子を見ても
いいのか迷う」そんな時に是非ご活用ください。

こども医療でんわ相談のご案内

☎ #８０００



〇定期予防接種 ※予防接種法に基づく予防接種です





子育て中に読んでほしい本

子どもノートは、これから子どもを育てていくお母さんを応援するために作られ
たものです。

子どもは、もともと自分自身で育つ力を持って生まれてきます。

一人ひとり顔も違えば個性も違うように、発達のスピードだってみんな違います。

よその子と比べて焦ったりせず、わが子が成長・発達する姿を広い目で、長い目
で見てください。

ただ、子どもの成長・発達には共通する部分があります。

そして、成長・発達の順序は、みんな同じです。

子どもノートには、その共通するところを月齢ごとにまとめて載せてあります。
見てもわからなかった事や不安に思っている事は、いつでも気軽に、保健師や管理
栄養士に聞いてください。

※子どもノートは妊娠後期の受診券交付時にお渡ししています。

※乳幼児健診の時にご持参ください。

「子どもノート」ってこんな本

子どもノート

離乳食って
どうやって始めるの？

子どもの発達が
周りより遅い？

赤ちゃんが便秘に
なったかもしれない？

赤ちゃんの肌が荒れてきた！
病院に行った方がいい？

赤ちゃんの体重が
増えてない？

子どもに食べ物の
アレルギーが出な
いか心配・・・



乳幼児健診について

乳幼児健診は、母子保健法に定められた健康診査で、子どもの健やかな成長発達
を助けることが目的です。見つかりづらい病気を早期発見をして、早期治療をする
ことや予防することも目的の一つです。

乳幼児健診には、小児科医・保健師・管理栄養士・保育士などのスタッフが来て
います。他にも、就学前の幼児を対象にした子どもの発達の遅れに対する早期発見
や早期療育を行っている「栗山町子ども発達サポートセンター」のスタッフも来て
います。

子育ての相談や子どもの発育発達に関する疑問、子どもの病気や離乳食の進め方
など、普段気になることをぜひ相談してみてください。

乳幼児健診ってなに？

乳幼児健診の



定例相談日のご案内

産後１年未満のお母さんと赤ちゃんを対象に、お母さんのおっぱいなどの悩みや
赤ちゃんのお世話について、助産師・保健師・管理栄養士・保育士が相談に対応し
ます。

【対 象】産後１年未満のお母さん

【場 所】子育て支援センター スキップ（朝日３丁目１１５番地１４）

【日 程】１０：００～１２：００

４月２２日（水） ６月２４日（水） ８月１９日（水）

１０月２１日（水） １２月２３日（水） ２月２４日（水）

【問合先】子育て支援センター スキップ ☎７２－１２８０

ベビーの日（助産師相談日）

就学前のお子さんを対象に、保健師・管理栄養士・保育士が身体計測などを通し
て、お子さんとお母さんの健康や食事、子育てについての相談に対応します。

【対 象】就学前のお子さんと保護者

【場 所】子育て支援センター スキップ（朝日３丁目１１５番地１４）

【日 程】１０：００～１２：００

５月２８日（木） ７月３０日（木） ９月１７日（木）

１１月２６日（木） １月２８日（木） ３月２５日（木）

【問合先】子育て支援センター スキップ ☎７２－１２８０

スキップ相談日



子どもの栄養について
子どもが大きくなるにつれて、おっぱいやミルクからの栄養だけではなく、離乳食か

ら栄養をとることも大切になってきます。子どもの成長に合わせた栄養や食生活で分か
らないことがあれば、保健師や管理栄養士に相談しましょう。

講座では、離乳食の調理実習と食材のすりつぶし体験、試食（５ヶ月以降）を行
います。また、お子さんの月齢にあった離乳食の進め方・作り方の“コツ”もお伝え
しますので、ぜひご参加ください。２子目以降のお子さんの参加もできます。

「離乳食の進め方や作り方がわからない」「離乳食の作り方を忘れてしまった」
という方などぜひご参加下さい。

【対 象】離乳食初期（５～６ヶ月頃）の乳児をもつ世帯

【場 所】子育て支援センター スキップ（朝日３丁目１１５番地１４）

【日 程】１０：００～１２：００

５月２７日（水） ７月２９日（水） ９月３０日（水）

１１月２５日（水） １月２７日（水） ３月２４日（水）

【申 込】母子手帳アプリ「ハグくり」

子育て世代包括支援センター（スキップ内） ☎７２－１２８０

※必要な持ち物など講座の詳細については、対象の方へ個別にご案内を

お送りします。

もぐもぐ離乳食講座

子どもの栄養

乳幼児の栄養について、気軽に相談できる場として栄養相談を実施しています。
子どもに必要な栄養・食生活をテーマに、調理体験（事前予約必要）や試食のほか、
個別相談、食育体験もあわせて行っています。

パクモグ相談でのテーマは日程によって異なりますので、詳細は下記の問合先ま
でご連絡ください。

【対 象】乳幼児期の子どもをもつ世帯

【場 所】子育て支援センター スキップ（朝日３丁目１１５番地１４）

【日 程】１０：３０～１２：００

６月１９日（金） ９月１８日（金）

１２月２日（水） ２月１９日（金）

【問合先】子育て支援センター スキップ ☎７２－１２８０

乳幼児栄養相談（パクモグ相談）



裏表紙

栗山町 子育て世代包括支援センター
住民保健課 健康推進グループ
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